
平等と公平論 

 

 

 「平等」と「公平」、この似た言葉、実は大きな違いがある。その違いの認識なしに使

用され、実行されていることが、世の中を悪くしている大きな原因の一部となっている。 

先ず、言葉を定義してみよう。 

 「平等」 

  個人の資質、能力、努力、成果に関係なく一定の規則通りに遇するシステムとなっ

ていること。 

 「公平」 

 すべての人に対し、機会が均等に与えられており、成果を上げた者が評価され、報

われるシステムとなっていること。 

 

 人間社会は「公平」でなければなりません。これを「平等」と勘違いをしている愚か者

が社会システム造りに参画すると、とんでもないことになります。世界では１００年あま

り前に国家レベルで、「すべての人間は平等でなければいけない」ということで共産主

義という考え方が生まれ、かなりな数の国で「平等実験」が行われました。結果はそ

れらの国すべての経済体制が破綻し、人間は「平等」という考え方で集団をつくると殆

どの人が「最も低い能力の者に合わせた力を発揮する集団」になるということが判り

ました。考えてみれば当然でしょう。うんと働いても少ししか働かなくても報酬が同じな

らば、多くの人間はだんだん働かなくなる方向へ行くのは目に見えています。 

 これに対して資本主義では、働きの良い者と悪い者の報酬には多大の格差があり

ます。この格差があるからこそ人は、「自分ももう少し頑張って報酬を増やそう」と考え、

社会システム全体が進歩してきました。人間社会、否、生物の社会では格差が生じる

のは当然のことであり、むしろ、格差が社会を進歩させる原動力となるわけです。 

 それでは、全く自由に放任すれば、社会システムは良い方向へどんどん進化するの

でしょうか。そうでないことは過去の歴史を見れば明らかです。私たちは正常な格差

が生じるようなルールを見つけねばなりません。この考え方の基礎となるのが「公平」

です。 

 公平の定義にあるように、人間すべてに「自らの努力次第でどんなに大きくも成長

出来る機会」が均等に与えられている事が必要です。人種、国籍、家柄、性別等によ

る活動制限を合理的ルールで極力取り除き、どのような人でも、どのような方向にも

挑戦することが出来、成果があればきちんと評価されるシステムとなっている必要が

あります。公平なシステムが機能すると社会は良い方向へ進化します。 

 



 ここで、よく言われる「男女平等」ということについて考えてみましょう。 

これも本来「男女公平」な世の中を造るという考え方にすべきです。 

男と女（オスとメス）はもともと違う役割を持って地上に生まれてきています。これを

「平等」に扱うというのは甚だしい「不公平」です。人が生きる目的は「幸福になること」

ですから、女性側から見て、男性と同じ能力を発揮し、同じ評価を受けた方が幸福だ

という人はその道を歩み、逆に、男性とは違い女性にしか歩めない道を歩む方が幸

福だと感じる人はそちらの道を歩むというのが、最も多くの幸福を生み出すことになり

ます。 

 「男女公平」な社会を作れば、自ずと女性の方がより適した職種、又、男性の方がよ

り適した職種が生まれるのは当然であり、ある職種や地位で男女同数にすべきという

議論や規制はより「公平さ」を欠いています。 

 又、同じ職種でも、女性は男性に比べ、「筋力」「闘争心」「出産リスク」といった使用

者側から見たマイナス要素がいくつかあります。これらを含めた総合評価で報酬が決

定される事が「公平」という考え方です。「らしく生きる」という言葉が嫌いな、いわゆる

活動家といわれる方もおられるようですが「女性らしく」「男性らしく」という価値観を大

切にしている人はたくさんいますし、私はそれが大多数の人間に大きな幸福をもたら

す価値観だと思います。その価値観を大切にしている人は、その価値観に従って自

分のポジションを選択できるシステムが「公平」なシステムと言える訳です。 

 

 

 次回は「教育」についての「平等」と「公平」について考えてみたいと思います。 


